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発
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熊
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編
集
／
総
務
部
地
域
振
興
課（
４
月
１
日
発
行
）

広
報
く
ま
の
は
１
部
23円

で
印
刷
し
て
い
ま
す。

　
http://www.town.kumano.hiroshima.jp

Email:kanko@town.kumano.hiroshima.jp
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’18
/ ４
月
号
 N
o.526

｢広報くまの｣は再生紙と、認定を受けた環境に
やさしい環境対応型インキを使用して印刷されています。
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今
月
の
題
字

熊
野
高
等
学
校　

３
年

 

岩
井　

朱
里
さ
ん

町の人口と世帯数
平成30年２月28日
（前年同月比較）

　人口：24,371人 （－  46）
　　男：11,798人 （－  54）
　　女：12,573人 （＋    8）
世帯数：10,584世帯 （＋  36）

 （住民基本台帳）

◀　

熊
野
高
等
学
校　

２
年　

佐
古　

遥
奈　

さ
ん

【
評
】「
臨り

ん　

牛ぎ
ゅ
う
け
つ
ぞ
う
ぞ
う
き

橛
造
像
記
」
平
成
29
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合

文
化
祭
宮
城
大
会
書
道
部
門
に
出
品
し
た
作
品
。
造
像
記
な
ら

で
は
の
鋭
い
入
筆
、
重
厚
な
趣
と
野
性
味
溢
れ
る
動
き
で
生
き

生
き
と
書
き
上
げ
ま

し
た
。
２
種
類
の
羊

毛
筆
を
使
い
分
け
、

繊
細
か
つ
大
胆
に
ま

と
め
た
力
作
で
す
。

◀　

熊
野
高
等
学
校　

３
年　

金
羽
木　

歩　

さ
ん

【
評
】「
華
灯
」

　

花
を
モ
チ
ー
フ
に
正
12
面

体
の
照
明
器
具
に
ま
と
め
た

工
芸
作
品
。
す
べ
て
の
面
が

違
う
デ
ザ
イ
ン
で
構
成
さ
れ
、

美
し
い
花
の
形
に
光
が
も
れ

る
秀
作
。
広
島
県
高
等
学
校

デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ク
ー
ル
広
島

県
教
育
委
員
会
賞
受
賞
。
全
国
大
会
の
県
代
表
作
品
に
選
出
。

【
神
石
高
原
町　

車
輪
村
】

　

今
年
で
11
回
目
を
迎
え
る

イ
ベ
ン
ト
。普
段
見
ら
れ
な
い

よ
う
な
貴
重
で
珍
し
い
車・バ

イ
ク
が
集
ま
り
、迫
力
満
点

の
デ
モ
走
行
が
行
わ
れ
る
。

試
乗
や
グ
ッ
ズ
販
売
の
ほ
か
、

屋
台
も
出
る
の
で
車・バ
イ
ク

好
き
以
外
も
楽
し
め
る
。

■時
４
月
22
日
㈰

■所
豊
松
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
他
周
辺
施
設

■￥
入
場
料
２
千
円
（
中
学

生
以
上
）

■駐
周
辺
施
設
の
臨
時
駐
車
場

■問
（
一
社
）
神
石
高
原
町

観
光
協
会

☎
０
８
４
７
‐
85
‐
２
２

０
１

（地域振興課）

　

４
月
は
小コ

葉バ

の
三ミ

ツ

葉バ

躑ツ
ツ
ジ躅

の

季
節
で
す
。
周
辺
の
山
に
多
く
、

葉
が
開
く
前
に
咲
く
の
で
良
く

目
立
ち
ま
す
。
熊
野
で
は
、
ヤ

マ
ツ
ツ
ジ
と
呼
ん
で
い
ま
し
た
。

ツ
ツ
ジ
の
名
は
、
花
が
連
な
っ

て
続
い
て
咲
く
か
ら
と
い
う
説

や
、
筒
状
の
花
に
由
来
す
る
と

い
う
説
な
ど
諸
説
が
あ
り
ま
す
。

　

枝
先
に
葉
が
３
枚
輪
生
す
る

ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ
の
仲
間
は
、
種

類
が
多
く
分
類
が
困
難
で
す
。

種
類
に
よ
っ
て
分
布
が
異
な
る

の
で
産
地
を
手
が
か
り
に
、
雄

し
べ
が
５
本
か
10
本
か
、
雄
し

べ
や
雌
し
べ
な
ど
の
腺
点
や
毛

の
有
無
を
細
か
く
調
べ
ま
す
。

　

本
種
は
本
州
の
静
岡
県
以
西
、

四
国
、
九
州
と
最
も
広
く
分

布
し
て
い
ま
す
。
県

内
ほ
ぼ
全
域
に
分
布
、

特
に
花
崗
岩
地
帯
の

ア
カ
マ
ツ
林
に
多
く

見
ら
れ
ま
す
。

　

ピ
ン
ク
色
の
花
は

直
径
３
㎝
ほ
ど
の
漏

斗
型
で
５
裂
し
ま
す
。

雄
し
べ
は
10
本
、
長

短
が
あ
り
無
毛
。
雌

し
べ
の
花
柱
は
無
毛
で
、
果
実

に
な
る
子
房
に
は
白
毛
が
密
生

し
て
い
ま
す
。
果
実
は
蒴
果
で
、

長
さ
１
㎝
ほ
ど
の
円
筒
形
、
粗

い
褐
色
の
毛
が
密
生
し
ま
す
。

熟
す
と
乾
い
て
裂
開
し
、
微
小

な
種
子
を
多
数
散
ら
し
ま
す
。

　

落
葉
低
木
で
、
若
枝
は
有
毛
。

葉
は
広
卵
形
で
先
は
尖
り
、
縁

に
毛
に
終
わ
る
細
か
い
鋸
歯
が

あ
り
ま
す
。
裏
は
白
っ
ぽ
く
、

網
目
状
の
細
脈
が
目
立
ち
ま
す
。

　

県
内
で
次
に
多
い
ダ
イ
セ
ン

ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ
は
、
花
の
色
が

濃
く
、
葉
は
広
い
菱
形
で
若
枝

は
無
毛
。
沿
岸
部
に
は
殆
ど
な

く
、
熊
野
で
は
見
て
い
ま
せ
ん
。

　【
写
真
・
文
】

　
緑
花
文
化
士
　
冨
沢
由
美
子

熊野の自然（343）
コバノミツバツツジ
 （ツツジ科）

平成30年４月号　－ 20 －


